
令和４年度における高度技能者養成訓練等に係るフォローアップ調査結果

１ 修了生に対する企業評価

平成２８年度から令和元年度の専門課程及び応用課程の修了生が就職し、令和４年４月現在も在籍している民間企業のうち一定数を対
象に、修了生に対する企業評価等に関する調査を実施し、７５２社（専門課程４９３社、応用課程２５９社）から回答を得た。

（１）就職先企業の業種

専門課程の約８１％(８５％)、応用課程の約９２％(９３％)が、
①製造業、②建設業、③情報通信業、④専門サービス業（機械
設計、建築土木設計等）のものづくり分野に就職している。

（２）就職先企業の規模

専門課程の約６０%(６３％)、応用課程の約５１%(５８％)が、
従業員数３００人未満の中小企業に就職している。

専門課程 応用課程
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※( )に記載する％は前回調査時(R2年度)の値であること。

専門課程 応用課程

（３）大学校等修了生の評価 ①入社時の技能・技術

入社時における修了生の技能・技術について、専門課程修了生
採用企業の約９５%(９６％)、応用課程修了生採用企業の
約９９％(９７％)が「評価している」と回答した。
その理由として、「専門的知識・技術が活かされている」、
「実践的技能に優れ即戦力となっている」が特に多かった。

専門課程 応用課程

問：本校の修了生が技能・技術をもっていると評価しているか。

更問：どのような点で能力が発揮されていると感じるか。［複数回答］



（３）大学校等修了生の評価 ②入社後２～５年経過した修了生の技能・技術

問：貴社において、どのような点で知識、技能・技術を発揮してるか。［複数回答］
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問：貴社が求めるコミュニケーションを図れているか。問：仕事に熱意を持っているか。

入社後２～５年経過した修了生について、
専門課程で約８９％(９１％)、
応用課程で約９３％(９３％)の企業が、
大学校等で習得した技能・技術を
入社した企業において「発揮している」と
評価している。

また、職務遂行状況への評価について、
「熱意がある」との評価している企業は、
専門課程で約８２％ (８０％) 、
応用課程で約８４％ (９１％) 、
「コミュニケーションが図れている」と
評価している企業は、
専門課程で約７３％ (８０％) 、
応用課程で約７５％ (７０％)であった。

専門課程 応用課程 専門課程 応用課程
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大学校等の修了生を採用した企業に総合的な満足度を調査した結果、専門課程では企業の約８８％ (９１％) 、
応用課程では企業の約９３％ (９０％)が「満足している」と評価している。
また、今後の採用について、専門課程では企業の約９５％(９５％)、応用課程では企業の約９６％(９６％)が、
今後も機会があれば大学校等の修了生を「採用したい」と回答している。

問：総合的に判断して、本校の修了生を採用して満足しているか。

専門課程 応用課程

問：今後、機会があれば、本校の修了生を採用したいか。

専門課程 応用課程

（４）総合満足度・今後の採用希望



（２）就職した修了生の退職理由

令和４年度における高度技能者養成訓練等に係るフォローアップ調査結果

２ 修了生の職場定着状況

平成３０年度（平成３１年３月）に大学校等を修了し、就職した専門課程及び応用課程の修了生１，６３５人（専門課程８５９人、
応用課程７７６人）を対象に、就職後３年を経過した時点での就職先への職場定着状況に関する調査を実施した。

（１）修了生の職場定着状況

大学校等修了生の就職後３年経過時点
における職場定着率は、
専門課程が７２.９％(７５.９％)、
応用課程が８２.３％(８２.７％)
であった。

退職した修了生の主な退職理由は、「その他」「不明」
を除き、「仕事が合わない、職種のミスマッチ」が
専門課程で２１.３％、応用課程で１３.７％と、
共に最も多かった。

次いで、専門課程修了生では「職場の人間関係」が８.０％、
「労働条件に対する不満」が５.３％と多く、
応用課程修了生では「健康上の理由」の８.４％のほか、
「キャリアアップ」も６.９％と多かった。

※一般の短大・大学における職場定着率は、厚生労働省が
作成した「新規学卒就職者の在職期間別離職率の推移」
の数値を基に算出。
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